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鎌
倉
朝
日
３
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鎌
倉
朝
日
２
面

朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイ

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

朝
日
新
聞

　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

ハ
イ
ツ
１
Ｆ

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

●ペット紹介　写真・
紹介文と住所、氏名、
☎明記。掲載後写真を
カレンダーにして贈呈。
info@kamakura-asahi.com
●歌壇・俳壇
ハガキ１枚に３首（句）
まで。同じ面に住所、氏
名、☎を明記。１面題
字下住所の鎌倉朝日へ。

≪投稿募集≫

ケ
ッ
ト
な
ど
。
主
催
は
藤
沢

の
文
化
芸
術
を
考
え
る
会
・

藤
沢
市
。

▼
逗
子
ト
モ
イ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「tomoiku

」

　
３
月
21
・
22
日
。
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
な
ど
。

▽Music Fair 

21
日
10
時

半
、
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
。
地
域
の
音
楽
団
体
の
発

表
と
コ
ラ
ボ
。
無
料
。
▽
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー 

21
・
22
日
10
〜

16
時
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。

無
料
。
▽
わ
い
わ
い
パ
ー
ク

21
日
10
〜
16
時
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
パ
ー
ク
。
ベ
ー
ゴ

マ
、
け
ん
玉
、
昔
あ
そ
び
。

無
料
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
百

円
。
▽
「
逗
子
か
る
た
」
で

遊
ぼ
う
！
22
日
13
〜
17
時
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。無
料
。

▽
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
ら
す

カ
ー
ド
作
り 

22
日
10
時
半
〜

16
時
。
無
料
。
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
６
・
８
７
２
・

３
０
０
１

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
３
月

27
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･

衣
類･

手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
28
日
７
時

半
〜
14
時
半
。
※
フ
リ
マ
・

骨
董
市
出
店
者
募
集
中
。
片

岡
方
☎
０
９
０
・
５
４
４
２

・
３
７
７
８

焼
納
の
初
天
神
の
筆
供
養
朱
墨
の
染
み
る
筆
も
雑
ざ
り
ぬ

玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　
日
本
文
化
の
伝
統
が
ゆ
か
し
い
。
雑
ざ
っ
た
朱
墨
が
印
象
的
。

起
き
て
こ
ぬ
妻
の
寝
息
を
確
か
め
て
続
き
に
戻
る
朝
の
新
聞

藤
沢
市
　
宮
塚
　
　
肇

　
世
情
に
き
ち
ん
と
向
か
う
作
者
の
、
妻
へ
の
優
し
さ
が
素
敵
。

小
さ
き
子
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ぶ
り
自
転
車
を
よ
た
よ
た
よ
ろ
ろ
眼

を
据
え
て
こ
ぐ

逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

　
臨
場
感
が
あ
り
、
結
句
に
子
の
真
剣
さ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

送
ら
れ
て
父
と
二
人
で
の
む
紅
茶
母
を
語
ら
ぬ
語
れ
ば
さ
び
し

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

若
け
れ
ば
泣
い
て
た
よ
う
な
言
葉
に
も
耐
え
て
バ
イ
ト
は
二
回
目

の
春

藤
沢
市

藤
本

和
音

氷
上
の
ダ
ン
ス
に
見
入
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
限
界
見
せ
ぬ
人
間
の
技

藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

高
木
の
伐
採
ク
レ
ー
ン
す
る
す
る
と
人
つ
り
上
げ
て
延
び
て
ゆ
き

た
り

常
盤

石
丸

迪
子

登
校
の
子
ら
の
挨
拶
「
お
は
よ
う
」
で
老
い
の
夫
婦
の
今
日
が
始

ま
る

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

集
ま
れ
ば
ス
マ
ホ
に
撮
り
し
富
士
自
慢
　
冠
雪
夕ゆ

焼
け
我
こ
そ
一
番

逗
子
市
　
望
月
　
和
子

あ
あ
当
分
家
は
建
つ
ま
い
こ
の
土
地
に
「
発
掘
調
査
」
の
看
板
が

あ
る

大
船

小
笹
岐
美
子

山
登
る
と
も
が
ら
茶
道
も
た
し
な
み
て
二
刀
流
に
て
喜
寿
を
越
え

た
り

城
廻
　
塩
田
　
文
子

〈
天
〉谷
戸
の
径
木
の
芽
育
む
風
の
音

大
船
　
添
田
　
洋
子

　
何
と
い
っ
て
も
こ
の
場
所
が
良
い
。
谷
戸
奥
の
風
の
音
が
聞
こ

え
て
く
る
。
写
生
と
実
感
が
交
わ
り
合
っ
て
い
た
。

〈
地
〉折
鶴
の
と
び
た
つ
形
冬
う
ら
ら

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
作
者
の
目
の
つ
け
ど
こ
ろ
が
面
白
い
。
そ
し
て
季
題
が
利
い
て

い
る
。
動
き
の
あ
る
と
こ
ろ
も
妙
。

〈
人
〉春
隣
日
差
し
は
垣
を
通
り
抜
け

山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
き
っ
と
冬
の
日
か
ら
春
の
日
差
し
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

何
で
も
な
い
句
の
良
さ
を
伝
え
て
く
れ
た
。

ど
っ
ぷ
り
と
初
湯
に
寺
の
鐘
の
音

腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
幸
せ
そ
う
な
初
湯
で
あ
っ
た
。
除
夜
の
鐘
の
鳴
り
渡
る
鎌
倉
な

ら
で
は
の
作
品
。

柚
子
湯
し
て
し
ば
し
卒
寿
の
ひ
と
時
を

手
広
　
高
口
　
道
宏

　
卒
寿
は
素
晴
し
い
ひ
と
と
き
。
柚
子
湯
で
ま
す
ま
す
お
元
気
に

な
さ
っ
て
。
季
題
が
何
よ
り
で
あ
っ
た
。

梅
が
香
に
振
り
返
り
見
し
大
鳥
居

台
　
柴
田
　
慶
子

　
こ
れ
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
大
鳥
居
で
あ
ろ
う
。
有
難
い
梅
の
香
り

で
あ
る
。

初
鏡
五
尺
下
が
り
て
若
が
へ
り

台
　
黒
岩
　
伸
幸

紐
く
く
り
大
根
干
す
や
三
月
ほ
ど

城
廻
　
塩
田
　
文
子

水
仙
や
心
の
闇
夜
照
ら
し
出
す

大
町
　
飯
島
　
和
夫

豆
ま
き
や
戸
の
開
け
立
て
の
忙
が
し
さ

腰
越
　
吉
田
　
昭
子

店
の
奥
飾
る
絵
凧
の
空
の
夢

岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

蝋
梅
の
枝
は
い
ろ
は
に
　
ほ
と
薫
る

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

タ
ワ
ー
か
ら
み
な
と
み
ら
い
の
初
景
色

藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

境
内
の
骨
董
市
や
梅
真
白

藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

日
脚
伸
ぶ
遠
ま
わ
り
す
る
買
物
路

山
崎
　
篠
田
つ
ゝ
み

神
主
の
祓
い
授
く
淑
気
か
な

寺
分
　
松
本
　
賢
悟

初
釜
や
泡
の
奏
で
る
調
べ
聴
く

材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

汝な

は
宙そ
ら

に
加
わ
り
た
る
や
冬
銀
河

材
木
座
　
羽
賀
　
潔
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

手
道
・
少
林
寺
拳
法
・
居
合

道
・
合
気
道
・
弓
道
）
の
演

武
。
12
時
半
開
会
、
12
時

45
分
演
武
の
部
、
15
時
体

験
の
部
。
無
料
。
主
管
は
鎌

倉
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
。

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３
月
14
日
御
谷
山
林
、
28
日

十
二
所
果
樹
園
。
各
９
時
20

分
現
地
集
合
。

▽
お
話
サ
ロ
ン「
単
独
ウ
ォ
ー

ク
と
ワ
イ
ワ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」

７
日
14
時
半
、
鎌
倉
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
。
各
要
申
込
。

☎
23
・
６
６
２
１

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
１

日
〜
19
時
半
。
▽
フ
ラ
ワ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
１
・
15
日
11
・

14
時
。
無
料
。
▽
園
長
さ

ん
ぽ
８
日
10
時
頃
。
▽
展
示

３
〜
８
日
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス

展
、
６
〜
８
日
植
木
の
品
評

会
、
10
〜
14
日
春
蘭
展
、
13

〜
15
日
サ
ボ
テ
ン
花
期
展
、

17
〜
29
日
神
奈
川
花
の
会
写

真
展
。
入
園
料
４
百
円
。
☎

46
・
２
１
８
８

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
３
月
８
日
10
〜
13

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
※
献
品
受
付

衣
類
・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧

品
。
☎
０
８
０
・
６
６
０
２
・

９
４
９
８
▽
書
き
そ
ん
じ
ハ

ガ
キ
で
ア
ジ
ア
寺
子
屋
支
援

未
使
用
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
な
ど
も
。
鎌
倉
市
関

谷
３
８
７
―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
小
倉
宛
。

▼
北
鎌
倉・台
峯
の
緑
を
と
も
に

▽
山
の
手
入
れ
３
月
14
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇

▽
山
歩
き
15
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯
緑

の
会
。
☎
０
９
０
・
６
５
０

２
・
２
４
７
０

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
桜
の
峯
山
か
ら
大
仏
切
通

３
月
23
・
25
・
27
・
30
日
９
時
、

鎌
倉
駅
西
口
時
計
台
広
場
集

合
。
約
５
・
５
㎞
。
８
百
円
。

▽
長
谷
観
音
と
鎌
倉
大
仏 

17

・
24
・
31
日
９
時
、
鎌
倉
駅

西
口
時
計
台
広
場
集
合
。
約

３
㎞
。
８
百
円
。
▽
鎌
倉
街

道
上
の
道
を
歩
く
（
瀬
谷

南
編
）
６
・
10
日
９
時
、
瀬

谷
駅
南
口
集
合
。
約
５
・
５

㎞
。
８
百
円
。

【
休
日
散
歩
】
玉
縄
首
塚
〜
貞

宗
寺 

21
日
９
時
半
、
大
船
駅

南
改
札
集
合
。
約
４
㎞
。
８
百

円
、
保
護
者
同
伴
小
中
学
生

無
料
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
鎌

倉
海
浜
公
園
由
比
ヶ
浜
地
区

　
３
月
20
日
10
〜
15
時
、
鎌

倉
海
浜
公
園
由
比
ヶ
浜
地

区
。
鎌
倉
市
公
園
協
会
☎

45
・
２
７
５
０

▼
笛
田
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
「
古
着
市
」

３
月
22
日
10
〜
13
時
、
笛

田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
。

※
古
着
寄
付
受
付
２
〜
18

日
。
同
時
開
催
「
着
物
市
」。

☎
32
・
９
０
９
４

▼
鎌
倉
市
生
涯
学
習
推
進
委

員
会
25
周
年
記
念
事
業

　
３
月
23
日
鎌
倉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
。▽
昼
の
部 

13
時
、

日
野
美
歌
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
、
三
遊
亭
吉
窓
さ
ん
の
落

語
会
。
▽
夜
の
部
お
楽
し
み

映
画
会
「
日
日
是
好
日
」
17

時
。
無
料
。
昼
の
部
・
夜
の

部
そ
れ
ぞ
れ
ネ
ッ
ト
か
往
復

ハ
ガ
キ
で
申
込
〜
16
日
。
同

セ
ン
タ
ー
☎
25
・
２
０
３
０

▼
観
桜
会

３
月
28
・
29
日
光
明
寺
。

両
日
「
さ
く
ら
結
び
の
マ
ル

シ
ェ
」
開
催
。
▽
映
画
「
摩

文
仁
―mabuni

」
28
日
13

時
。
新
田
義
貴
監
督
の
ア
フ

タ
ー
ト
ー
ク
も
。
２
千
円
。

▽
大
聖
閣
抹
茶
席
９
時
半

〜
14
時
45
分
。
２
千
円
。

▽
聞
香
体
験
香
木
三
種
鑑

賞
香
９
時
45
分
・
10
時
45

分
・
14
時
25
分
。
２
千
円
。

元
気
に
す
る
企
画
持
込
型
音
楽

祭
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ハ
ワ
イ
ア

ン
、
邦
楽
、
民
族
音
楽
を
、
ソ

ロ
、
連
弾
、
合
唱
、
合
奏
な
ど

で
。
無
料
。
主
催
はHayama 

Piano Lovers

。

▼
鎌
倉
交
響
楽
団
　第
１
２
７

回
定
期
演
奏
会

　
４
月
５
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
指
揮
湯
川
紘
惠
さ

ん
、
チ
ェ
ロ
独
奏
長
谷
川

彰
子
さ
ん
。
ス
メ
タ
ナ
交

響
詩
「
我
が
祖
国
」
よ
り
モ

ル
ダ
ウ
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
ロ
短
調

作
品
１
０
４
な
ど
。
千
円
。

同
団
☎
０
８
０
・
３
４
９
２
・

０
９
０
０

▼
原
田
寛
講
演
会「
鎌
倉
の

四
季
を
写
す
」

　
３
月
28
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
鎌
倉
の
歴
史
と
文

化
、
自
然
の
撮
影
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
す
る
原
田
寛
さ
ん

が
そ
の
魅
力
を
写
真
と
共
に

語
る
。
千
円
。
同
館
☎
48
・

５
５
０
０

▼
鎌
倉
九
条
の
会
講
演
会

「
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
平

和
な
世
界
」

　
３
月
28
日
14
時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。
国
際
交
流
Ｎ
Ｇ

Ｏ
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
共
同
代

表
畠
山
澄
子
さ
ん
が
活
動

を
通
じ
て
見
え
て
き
た
も
の

を
話
す
。
千
円
、
20
歳
以

下
無
料
。
申
込
は
メ
ー
ル
、

FAX
、
島
森
書
店
な
ど
。
井
上

方
☎
24
・
６
５
９
６

▼
鎌
倉
市
教
養
セ
ン
タ
ー

春
の
専
門
講
座
（
抜
粋
）

▽
「
崩
し
字
」
に
親
し
む

４
月
16
日
〜
７
月
23
日
。

▽
俳
句
を
楽
し
む
　
４
月
２

日
〜
７
月
２
日
。

▽
は
じ
め
て
の
ウ
ク
レ
レ

４
月
２
日
〜
７
月
16
日
。

※
そ
の
他
の
講
座
（
一
般
・

年
間
・
健
康
）
は
HP
で
。
申

込
は
３
月
２
〜
11
日
。
☎

32
・
１
２
２
１

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
３
月
１
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
20
日
17
時
半
。
▽
ソ

ン
ベ
カ
フ
ェ
25
日
16
時
半
。

各
大
人
５
百
円
、
中
学
生
以

下
無
料
。
要
予
約
。
渡
邉
方
☎

０
９
０・
５
１
９
９・
１
６
５
４

flatcafekam
akura@

gmail.com

▼
鎌
倉
市
「
演
武
会
」

３
月
８
日
12
時
半
、
鎌
倉

武
道
館
。
市
の
武
道
10
団
体

（
剣
道
・
な
ぎ
な
た
・
柔
道
・

テ
コ
ン
ド
ー
・
太
極
拳
・
空

の
史
実
。
千
２
百
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
８
７
１

▼
北
鎌
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月

▽
鎌
倉
山
陶
芸
工
房
展
　
３

月
６
〜
11
日
。

▽
大
隅
篤
子
展
　
編
む
組
む

ー
カ
タ
チ
　
20
〜
29
日
。

☎
22
・
２
９
１
３

▼
第
27
原
田
寛
風
景
写
真
講

座
作
品
展
「
日
本
遺
産
の
ま

ち
鎌
倉
」

　
３
月
17
〜
22
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
原
田
寛
風

景
写
真
講
座
と
倶
楽
部
和
会

員
有
志
46
人
92
作
品
を
展

示
。
三
浦
安
間
サ
ブ
講
師
の

作
品
、
原
田
寛
指
導
講
師
の

作
品
展
示
「
再
び
の
冨
嶽
写

景
」
も
。
☎
27
・
８
８
２
１原田寛さん「冨嶽写景」

▼
第
30
回〈
シ
ネ
マ
ア
ー
ス
〉

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
上
映
会「
ザ
・

ウ
ォ
ー
ク
〜
少
女
ア
マ
ル
、

８
０
０
０
キ
ロ
の
旅
」

　
３
月
28
日
13
時
半
、
本
郷

台
の
あ
ー
す
プ
ラ
ザ
。
深
刻

化
す
る
難
民
危
機
か
ら
生
ま

れ
た
映
画
。
千
５
百
円
、
小

中
高
生
５
百
円
。
シ
ネ
マ

ア
ー
ス
☎
０
８
０
・
５
５
０
６

・
２
６
６
５

▼
第
27
回
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｉ
Ｎ

鎌
倉

　
３
月
１
日
12
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
鎌
倉
市
内
や
近
隣

で
活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア

ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー
プ
の
演
奏

会
。
無
料
。
同
実
行
委
☎
０

８
０
・
５
６
８
０
・
６
０
５
７

▼
鎌
倉
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
昼
下
が
り
の
時
悠
耳
感

　
３
月
７
日
15
時
、
光
明
寺
。

打
楽
器
を
含
む
室
内
楽
曲
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど
。
無
料
。

▼
植
木
リ
ト
ゥ
ル
・
エ
コ
ー
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
40
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト

　
３
月
15
日
13
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
小
学
生
に
よ
る
ビ
ッ

ク
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
。
OB
・
OG

の
演
奏
も
。「
リ
パ
ブ
リ
ッ

ク
讃
歌
」「
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・

シ
ン
グ
」
な
ど
。
無
料
。

▼
第
１
回
葉
山
音
楽
祭
〜
音
の

ア
ー
ト
で
つ
な
が
る
！
ひ
ろ
が
る
！

３
月
７
日
10
時
、
葉
山
町
立

図
書
館
。
音
楽
で
人
を
、
街
を

▼
内
間
安あ

ん
せ
い

・
俊
子
展
　
色

を
織
り
、
記
憶
を
紡
ぐ

　
３
月
７
日
〜
５
月
31
日
県

立
近
代
美
術
館
葉
山
。
版
画

や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
を
中
心

に
軌
跡
を
た
ど
る
。
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
や
長
谷
川
三
郎
、
棟

方
志
功
な
ど
関
連
作
家
の
作

品
も
併
せ
て
紹
介
。
千
２
百

円
。
☎
０
４
６
・
８
７
５
・

２
８
０
０

▼
清
方
の
肖
像
画
―
肖に
せ
る

と
い
う
こ
と
、
い
い
絵
で
あ

る
こ
と

　
３
月
７
日
〜
４
月
12
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
清
方

の
肖
像
画
の
魅
力
と
そ
の
制

作
過
程
を
紹
介
。
３
百
円
、

26
日
〜
４
月
５
日
は
小
・
中

学
生
と
同
伴
者
は
無
料
。
☎

23
・
６
４
０
５

▼
鶴
岡
八
幡
宮
と
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ

　
６
月
28
日
ま
で
鎌
倉
文
華

館
鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
同

宮
所
蔵
の
刀
剣
を
展
示
し
、

「
武
家
の
信
仰
」
に
焦
点
を
当

て
る
。「
源
平
合
戦
図
屏
風
」

な
ど
武
家
に
関
わ
る
品
々
も
。

６
百
円
。
☎
55
・
９
０
３
０

▼
称
名
寺
本
尊
開
眼
七
五
〇

年
記
念
至
高
の
宝
蔵
―
金
沢

北
条
氏
の
遺
し
た
国
宝

　
３
月
20
日
〜
５
月
17
日
県

立
金
沢
文
庫
。
称
名
寺
の
名

宝
、「
重
文
伝
北
条
実
泰
像
」、

「
国
宝
附
顕
弁
像
」、「
十
三

仏
図
」
な
ど
。
４
百
円
。
☎

０
４
５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

来
迎
弥
勒
菩
薩
像
（
部
分
）、
室
町
時
代
、

称
名
寺
所
蔵
（
同
文
庫
保
管
）

▼
サ
ス
ペ
ン
ス
・
ミ
ス
テ

リ
ー
映
画
の
奇あ

や

し
い
世
界

　
３
月
29
日
ま
で
川
喜
多

映
画
記
念
館
。
ス
リ
ル
を
味

わ
う
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
と
謎

解
き
を
楽
し
む
ミ
ス
テ
リ
ー

映
画
の
両
ジ
ャ
ン
ル
の
古
典

か
ら
近
作
ま
で
を
取
り
上

げ
る
。
５
百
円
、
鎌
倉
市
民

無
料
。

【
関
連
上
映
】「
キ
ャ
ッ
ト
・

ピ
ー
プ
ル
」３
月
３
・
５
・
７
・

８
日
／
「
マ
ル
ホ
ラ
ン
ド
・

ド
ラ
イ
ブ
」
４
・
６
〜
８
日

／
「
探
偵
〈
ス
ル
ー
ス
〉」

17
・
18
・
20
・
21
日
／
「
氷

の
微
笑
」
17
・
19
・
20
・
22
日
。

／
「
聖
な
る
鹿
殺
し
」
18
・

19
・
21
・
22
日
。
千
３
百
円
。

【「
探
偵
〈
ス
ル
ー
ス
〉」
＋

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
】「
マ
ン

キ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
と
サ
ス
ペ
ン

ス
映
画
」
須
藤
健
太
郎
さ
ん

と
上
條
葉
月
さ
ん
。
21
日
13

時
半
。
千
９
百
円
。【
次
世

代
シ
ネ
マ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
】

「
見
は
ら
し
世
代
」
13
・

14
・
15
日
／
「
奇
跡
」
13
・

14
・
15
日
。
千
３
百
円
。【「
見

は
ら
し
世
代
」
＋
ア
フ
タ
ー

ト
ー
ク
】
14
日
14
時
。
団
塚

唯
我
さ
ん
。
千
３
百
円
。
☎

23
・
２
５
０
０

▼
「
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
―
19
世
紀
手
彩

色
写
真
で
た
ど
る
世
界
か
ら

見
た
鎌
倉
、そ
し
て
日
本
人
」

　
３
月
14
日
〜
６
月
20
日
鎌

倉
歴
史
文
化
交
流
館
。
モ
ノ

ク
ロ
写
真
に
絵
師
が
色
を

塗
っ
た
手
彩
色
写
真
を
通
し

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
な
日
本

の
イ
メ
ー
ジ
を
紹
介
。
４
百

円
、
鎌
倉
市
民
は
無
料
。
☎

73
・
８
５
０
１

▼
四
季
を
彩
る
自
然
を
描
く

―
山
口
蓬
春
の
植
物
図
鑑

　
３
月
29
日
ま
で
山
口
蓬

春
記
念
館
。
蓬
春
が
描
い

た
「
植
物
」
を
、
写
生
や
模

写
、
古
美
術
品
と
植
物
の
写

真
と
照
ら
し
合
わ
せ
図
鑑
の

よ
う
に
紹
介
。
６
百
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

▼
広
重
の
狂
歌
入
東
海
道

３
月
６
日
〜
５
月
６
日
藤

澤
浮
世
絵
館
。
55
人
の
狂
歌

師
の
狂
歌
と
風
景
画
を
融
合

し
た
「
東
海
道
五
拾
三
次
」

の
展
示
。
無
料
。
▽
型
抜
き

版
画
体
験
14
日
14
時
。
無

料
。
要
申
込
。
▽
学
芸
員
が

み
ど
こ
ろ
解
説
29
日
・
４

月
４
日
11
・
15
時
。
無
料
。

▽
浮
世
絵
す
り
体
験
毎
週

日
曜
13
〜
17
時
。
無
料
。
☎

０
４
６
６
・
33
・
０
１
１
１

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

▽「
華
問
答
」「
書
と
日
本
画
」

ふ
た
り
の
忍
展
　
霜
鳥
忍
／

白

忍
（
芳
鶴
）
３
月
３
〜

８
日
。「
華
問
答
」
を
テ
ー

マ
に
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
作
品

を
作
り
お
互
い
に
問
答
。「弄月」

▽
第
２
回
や
ま
と
か
わ
の
作

品
展
18
〜
22
日
。

▽
思
い
出
の
和
田
松
久
展
24

〜
30
日
。
☎
22
・
３
７
６
９

▼
ふ
く
ぶ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ネ
マ

「
雪
風
　
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ
」

　
３
月
15
日
10
時
半
・
13
時

半
、
葉
山
町
福
祉
文
化
会

館
。
太
平
洋
戦
争
か
ら
戦

後
の
復
員
輸
送
ま
で
、
戦

場
を
生
き
抜
い
た
「
雪
風
」

香
木
六
国
鑑
賞
香
11
時
45

分
・
13
時
15
分
。
３
千
円
。

HP
か
電
話
で
申
込
。

▽
写
経
体
験
10
〜
14
時
30
分
。

千
円
。
☎
22
・
０
６
０
３

▼
春
の
伝
統
文
化
探
訪
大

楠
・
芦
名
編
　

　
３
月
３
日
。
▽
淡
島
神
社

祭
礼
神
事
例
大
祭
、
祈
願
、

人
形
供
養
、
露
店
な
ど
。
☎

０
４
６
・
８
５
６
・
０
７
０
７

▽
浄
楽
寺
×
寺
展
運
慶
仏

拝
観
、薬
王
寺
太
一
作
品
展
、

露
店
な
ど
。
浄
楽
寺
☎
０
４

６
・
８
５
６
・
８
６
２
２

▼
第
４
回
逗
子
市
商
工
会
青

年
部
大
感
謝
祭
「
み
ん
な
集

合
〜
!!
地
域
交
流
大
運
動
会
」

　
３
月
７
日
９
時
半
〜
15
時

半
、逗
子
ア
リ
ー
ナ
。玉
入
れ
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
障
害
物
リ

レ
ー
、
綱
引
き
、
大
縄
跳

び
な
ど
。
キ
ッ
ズ
チ
ア
・
和

太
鼓
チ
ー
ム
漢
組
の
応
援
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
。
要
申
込
。

無
料
。
逗
子
市
商
工
会
☎

田
村
　
慶

㉑

芹
と
サ
ー
モ
ン
の
塩
麹
漬
け

　
３
月
の
景
色
は
、
ま
だ
冷

た
い
風
の
な
か
に
、
や
わ
ら

か
な
光
を
忍
ば
せ
て
い
る
。

　
厚
い
コ
ー
ト
を
押
し
入
れ

に
仕
舞
い
な
が
ら
ど
こ
か
少

し
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た

り
も
し
ま
す
。
街
に
は
足
を

運
ぶ
と
や
わ
ら
か
な
色
合
い

の
食
材
が
並
び
、
様
々
な
料

理
を
連
想
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
今
回
は
春
先
に
美
味
し
い

「
芹せ

り

」
と
お
子
様
も
大
好
き

な
「
サ
ー
モ
ン
」
等
の
海
の

幸
を
使
っ
た
食
卓
が
華
や
か

に
彩
れ
る
料
理
を
紹
介
し
ま

す
。
ひ
と
手
間
が
、
季
節
を

い
た
だ
く
と
い
う
贅
沢
な
の

だ
と
、
３
月
の
食
卓
が
教
え

て
く
れ
る
は
ず
。

●
材
料
（
４
人
前
）

▽
芹
1
束
▽
大
葉

４
枚
▽
サ
ー
モ
ン

２
０
０
㌘
▽
ホ
タ
テ

２
個
▽
甘
エ
ビ
12
本

▽
イ
ク
ラ
小
さ
じ
４

杯
▽
生
塩
麹
大
さ
じ

２
杯
▽
山
葵
少
々

▽
醤
油
適
量

●
作
り
方

①
サ
ー
モ
ン
、
ホ
タ
テ
を
食

べ
や
す
い
サ
イ
ズ
に
切
り
分

け
、甘
エ
ビ
の
尻
尾
を
外
す
。

②
①
を
キ
レ
イ
な
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
に
入
れ
て
塩
麹
を
加
え

て
揉
ん
で
、
冷
蔵
庫
に
２
時

間
置
い
て
お
く
。

③
浸
け
て
置
い
て
い
る
間
に

芹
を
「
生
」
で
使
う
の
で
、

良
く
洗
い
根
っ
こ
を
落
と
し
て

食
べ
や
す
い
サ
イ
ズ
に
切
る
。

④
浸
か
っ
た
サ
ー
モ
ン
と
海

老
を
軽
く
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
で
拭
う
。
⑤
器
に
大
葉

を
敷
い
て
、
③
と
④
を
交
互

に
盛
り
付
け
、
い
く
ら
を
上

に
か
け
る
。
⑥
山
葵
を
添
え

て
、
醤
油
を
お
好
み
で
上
か

ら
垂
ら
し
て
完
成
。

（
創
作
和
料
理
近
藤
　
副
料
理
長
）

「
春
に
ぴ
っ
た
り
ア
レ
ン
ジ
お
刺
身
メ
ニ
ュ
ー
」

鎌倉市中央図書館 （1月分）
　鎌倉市中央図書館 (☎ 25･2611)は 1月に一般215冊、
児童書86冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「不確かな時代の『編集稽古』入門」朝日新書　
田中優子著　朝日新聞出版▼「文化財を未来につなぐ
博物館と学芸員の仕事」高木徳郎編著　勉誠社
　▼「人生の「成功」について誰も語ってこなかった
こと」勅使川原真衣著　KADOKAWA▼「歴史は“強
者ファースト”か？」岩波ブックレット　板垣竜太編
　岩波書店▼「鎌倉人を訪ねて」松本彰著　幻冬舎メ
ディアコンサルティング▼「北鎌倉ふしぎ探訪」北鎌
倉まちづくり協議会協力　北鎌倉まちづくり協議会
　▼「鶴岡八幡宮宮司の鎌倉案内」悠久ブック　吉田
茂穗著　小学館▼「ミャンマー、優しい市民はなぜ武
器を手にしたのか」西方ちひろ著　ホーム社▼「イス
ラエルの野望」石田和靖著　かや書房▼「日本人は、
もっと国からお金をもらって良いと思う。」つじ健太
郎著　開拓社▼「これだけ差がつく！老後のお金」ディ
スカヴァー携書　首藤由之著　ディスカヴァー・トゥ
エンティワン▼「わたしの食器棚」石村由起子著
PHPエディターズ・グループ▼「吉田修一と『国宝』
の世界」酒井信著　朝日新聞出版▼「シートン動物戦
記」芝村裕吏著　KADOKAWA▼「昭和の女帝」千
本木啓文著　ダイヤモンド社▼「ヒロシマめざしての
そのそと」ジェイムズ・モロウ著　竹書房

０
４
６
・
８
７
３
・
２
７
７
４

▼
参
加
型
フ
ォ
ー
ラ
ム「
葉
山
の

み
ん
な
が
あ
つ
ま
れ
る
場
所
っ

て
？
〜
葉
山
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
を
考
え
る
Vol. 

２
」

３
月
14
日
13
時
半
、
葉
山
町

立
図
書
館
。
第
１
回
の
報
告
と

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
提

案
と
ま
と
め
、
山
梨
町
長
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
。
無
料
。
要
申

込
。
葉
山
ま
ち
づ
く
り
協
会
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
０
４
２
１

▼
Ｌ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
２
０
２
６

第
２
２
１
回
海
さ
く
ら
ゴ
ミ
拾
い

　
３
月
20
日
10
時
〜
11
時

半
、藤
沢
市
片
瀬
東
浜
海
岸
。

神
奈
川
、
山
梨
の
J
リ
ー
グ

ク
ラ
ブ
が
勢
揃
い
。
お
も
し

ろ
い
ゴ
ミ
拾
っ
た
選
手
権
な

ど
。
無
料
。
要
申
込
〜
19
日
。

主
催
は
海
さ
く
ら
。

▼
第
３
回
こ
こ
で
く
ら
っ
そ

〜
文
化
芸
術
フ
ェ
ス
タ
・
藤
沢

　
３
月
28
・
29
日
10
〜
15
時
、

藤
沢
市
民
会
館
。
同
館
の
建

て
替
え
に
よ
る
休
館
に
伴

い
実
施
。
ス
テ
ー
ジ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー

　
こ
ん
に
ち
は
！
ミ
ャ
ン

マ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
菜
園
の
会
（
Ｍ
Ｆ

Ｃ
Ｇ
）
の
代
表
理
事
・
医
師

の
名
知
仁
子
で
す
。
い
つ
も

応
援
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
63
回
目
の
誕
生
日

も
、
例
年
ど
お
り
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
迎
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
誕
生
日
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
、

多
く
の
方
が
家
族
や
友
人
た

ち
か
ら
祝
っ
て
い
た
だ
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
も
日
本
に
い
た
と
き
は
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
、

誕
生
会
を
し
た
り
し
て
祝
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
、

国
に
よ
っ
て
〝
誕
生
日
の
意

味
が
異
な
る
〞
こ
と
を
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
知
り
ま
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
誕
生
日

を
迎
え
る
人
が
ホ
ス
ト
と
な
っ

て
、
周
囲
に
感
謝
を
伝
え
る

と
い
う
文
化
が
あ
り
ま
す
。

家
族
や
周
囲
に
感
謝
を
伝
え
、

特
に
子
ど
も
や
目
上
の
人
へ

ご
馳
走
を
振
る
舞
い
ま
す
。

　
私
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
仕
事

を
開
始
し
た
の
は
２
０
０
４

年
８
月
で
す
が
、
そ
の
翌
年

の
誕
生
日
に
一
緒
に
働
い
て

い
た
同
僚
は
１
月
生
ま
れ
が

多
く
、
皆
で
お
金
を
出
し
合

い
、
誕
生
日
会
を
す
る
と
伝

え
ら
れ
た
の
で
す
。私
は「
え

え
ー
っ
、
な
ぜ
？
逆
じ
ゃ
な

い
？
」
と
不
思
議
に
思
っ
た

の
で
す
が
、
実
際
１
月
生
ま

れ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
お
金
を

集
め
、
大
き
な
誕
生
会
を
催

す
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
招
待
し
た
の
は
一

緒
に
働
く
１
月
生
ま
れ
以
外

の
同
僚
た
ち
で
す
。し
か
し
、

前
日
、
コ
レ
ラ
が
流
行
っ

て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
、

我
々
は
、
急
遽
誕
生
日
会
を

取
り
や
め
、
全
員
で
大
勢
の

コ
レ
ラ
患
者
の
治
療
や
予
防

な
ど
の
対
応
に
努
め
た
と
い

う
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
こ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
式

の
祝
い
方
が
大
好
き
で
、
毎

年
、
孤
児
院
へ
食
事
と
ケ
ー

キ
を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
現
地
で
活
動
で
き
る
感

謝
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
、
名
知
仁

子
へ
の
〝
バ
ー
ス
デ
イ
プ
レ

ゼ
ン
ト
〞の
つ
も
り
で
、ミ
ャ

ン
マ
ー
産
コ
ー
ヒ
ー
を
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
で
き

れ
ば
、
ご
自
身
で
お
楽
し
み

い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、

お
知
り
合
い
の
方
に
〝
プ
レ

ゼ
ン
ト
〞
し
て
い
た
だ
け
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

　
ご
購
入
は
こ
ち
ら
か
ら

https://mfcg.or.jp/coff ee/

　
分
か
ち
合
い
、
美
味
し
い

ミ
ャ
ン
マ
ー
産
有
機
コ
ー

ヒ
ー
で
子
ど
も
た
ち
と
女

性
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
想
い
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
女
性
へ
の
想

い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
未
来
へ

の
想
い
、
障
害
者
と
と
も
に

生
き
る
未
来
、
そ
し
て
お
知

り
合
い
の
方
へ
の
愛
情
が
ふ

く
ら
む
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
事
務
局
　
東
京
都
荒
川
区

東
尾
久
８
―
41
―
23 

☎
FAX 

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

Em
ail:m

yanm
arfcg.

info@gmail.com
HP:http://mfcg.or.jp/
FB:https://www.face
book.com/mfcg.or.jp

【
こ
の
記
事
は
清
興
建
設
提
供
】

（62）

ミ
ャ
ン
マ
ー
産
コ
ー
ヒ
ー
で
子
ど
も
た
ち
と
女
性
を

　

応
援
し
ま
せ
ん
か
―
名
知
の
誕
生
日
の
お
願
い

代
表
理
事

名
知
仁
子

贈られたケーキに喜ぶミャンマーの子どもたち

　
藤
沢
・
江
の
島
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
ら
れ
る
２
日
間
。

３
月
14
日

▽
江
の
島
武
者
行
列

10

時
、
江
の
島
弁
財
天
仲
見
世

通
り
。
▽
流
鏑
馬
・
武
者
行

列
　
正
午
〜
午
後
２
時
45

分
、
片
瀬
海
岸
東
浜
。

３
月
15
日

▽
稚
児
行
列
・
貝
供
養
神
事
・

稚
貝
の
放
流
　
10
時
半
、
江

島
神
社
・
弁
財
天
仲
見
世
通

り
・
江
の
島
北
緑
地
広
場
。

▽
太
鼓
集
団「
ふ
じ
」ス
テ
ー

ジ
　
11
・
14
時
、
江
の
島
サ

ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
ス

テ
ー
ジ
。
▽
お
笑
い
ス
テ
ー

ジ
　
正
午
・
15
時
、
江
の
島

サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑

ス
テ
ー
ジ
。

３
月
14
・
15
日

▽
大
道
芸
体
験
　
10
〜
16
時
、

亀
ヶ
岡
広
場
。▽
片
瀬
こ
ま
・

大
山
こ
ま
体
験
　
10
〜
16

時
、江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ

キ
ン
グ
苑
。
▽
浮
世
絵
す
り

体
験
会
　
10
〜
16
時
、
江
の

島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ

苑
。
▽
忍
者
体
験
　
10
〜
16

時
、江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ

キ
ン
グ
苑
。
▽
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
投
稿
　
９
〜
17
時
、
江
の

島
岩
屋
。
▽
〝
え
の
す
い
〞

エ
ッ
グ
〜
卵
か
ら
生
ま
れ
る

生
き
も
の
た
ち
　
新
江
ノ
島

水
族
館
。
１
２
０
円
。
要
予

約
。
▽
そ
の
他

第
43
回
湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

内間安 《Forest Byobu (Autumn-Stone)》
1979 年 多色木版、紙 個人蔵

　
片
瀬
漁
港
（
藤
沢
市
片
瀬

海
岸
）
内
の
芝
生
広
場
で
３

月
22
日
、地
元
に
伝
わ
る「
片

瀬
こ
ま
」
大
会
が
開
か
れ
る

（
雨
天
中
止
）。
同
こ
ま
の
職

人
や
住
民
ら
に
よ
る
片
瀬
こ

ま
保
存
会
な
ど
の
主
催
。

　
長
く
ま
わ
せ
た
人
が
勝
ち

抜
く
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。

同
会
の
杉
下
由
輝
会
長
は「
真

剣
勝
負
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
す
。

　
片
瀬
こ
ま
は
、
昭
和
初
期

か
ら
湘
南
地
域
で
遊
ば
れ
て

き
た
独こ

楽ま

。
伊
豆
大
島
に
漁

で
行
き
、
不
要
な
椿
を
も
ら

い
、
本
体
の
原
材
料
に
し

た
と
い
う
。
重
量
感
が
あ

り
、
ぶ
つ
け
合
っ
た
際
の
様

子
か
ら
「
喧
嘩
こ
ま
」
と
呼

ば
れ
、
無
病
息
災
・
開
運
の

縁
起
物
で
も
あ
る
。
色
は
緑

色
で
、
贈
答
用
に
赤
色
も
。

２
０
１
０
年
に
保
存
会
が
で

き
、
現
在
会
員
約
50
人
。
片

瀬
こ
ま
職
人
は
杉
下
さ
ん
一

人
で
、
製
作
に
半
年
か
ら
１

年
か
か
り
量
産
が
で
き
な
い
。

　
大
会
は
９
時
40
分
受
付
。

試
合
は
同
会
が
用
意
し
た「
片

瀬
こ
ま
」
な
ど
を
使
用
し
、
組

み
合
わ
せ
は
抽
選
。
優
勝
者

に
金
色
の
片
瀬
こ
ま
を
贈
呈
。

事
前
申
し
込
み
不
要
、
先
着

２
百
人
。
参
加
費
３
百
円
。

問
い
合
わ
せ
片
瀬
市
民
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
６
６
・
27
・

２
７
１
１

片
瀬
こ
ま
大
会

22
日
片
瀬
海
岸

片瀬こまを手に杉下会長

鎌 倉 朝 日 ２０２６年（令和８年）３月１日 （２）（３） 第564 号 1部　220 円


